新潟市内の幼稚園・保育園における地産地消推進に関するアンケート調査結果 by 立山, 千草 & 筒井, 和美
― 30 ― ― 31 ―
１ ．大学連携新潟協議会
　「新潟市内の幼稚園・保育園における地産地消推進に
関するアンケート調査」は、新潟市と大学との連携を推
進するために設立された組織すなわち、大学連携協議会
のもとで実施された活動である。
　調査結果を記す前に、以下に大学連携協議会設立の経
緯、しくみについて記す。
　新潟市は「食育・健康づくり」を共通課題として、「大
学連携新潟協議会」を 9 月16日に設立し、10月15日に締
結式が行われた。参加大学は、新潟大学、新潟薬科大学、
新潟国際情報大学、新潟青陵大学、新潟医療福祉大学、
日本歯科大学新潟生命歯学部、敬和学園大学、新潟県立
大学（発足当時は県立新潟女子短期大学）の 8 大学で構
成されており、それまでは個別に連携事業を行っていた
ものを大学が連携し協力しながら、新潟市と事業を進め
ていくしくみとなっている。
　「新潟市内の幼稚園・保育園における地産地消推進に
関するアンケート調査」は、平成20年～22年度に実施さ
れた共通課題「食育・健康づくり」の中の「地産地消推
進のための調査及び実証事業」の業務内容のひとつとし
て、新潟県立大学（県立新潟女子短期大学）が担当大学
として新潟市食と花の推進課を窓口に新潟市の支援を受
けて進められた。
　地産地消推進のための調査及び実証事業業務は、地産
池消推進部会を母体として行われており、本部会への参
加組織は新潟大学、新潟薬科大学、新潟国際情報大学、
新潟県立大学（県立新潟女子短期大学）、新潟市食と花
の推進課である。なお、本部会で実施された主な委託業
務項目は以下の通りである。有機的に進められた。
・地場農産物が持つ栄養と機能性の分析，保存法やそれ
らを活用した高付加価値化の研究、・地場産農産物の利
用状況調査及び解析、・研究及び調査に基づく地場農産
物普及のための情報発信、・生産者・消費者の連携によ
る地産地消推進のための社会実験。
　なお、本調査報告は「新潟市内の幼稚園・保育園にお
ける地産地消推進に関するアンケート調査及び地場農産
物普及のための作成資料について」からの抜粋である。
詳細はP36「立山千草・筒井和美：【新潟市内の幼稚園・
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8 大学連携「食育・健康づくり」研究事業　地産地消推
進のための調査研究及び実証報告書（平成23年 3 月）」
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２ .調査の目的と対象者
　本調査実施の目的は、地産地消の取組みの中で大切な
役割を担う幼稚園・保育園給食施設における地場農産物
の利用現状とその課題を明らかにすることで、新潟らし
い地産地消型給食の展開とさらなる食育・健康づくり推
進のための食料消費・食生活構造の諸問題解決の糸口を
見出すことにある。
　本調査は平成20年11月～平成21年 1 月にかけて新潟市
内の公立・私立の幼稚園および保育所の施設長または施
設長が指名する256名（回答数152名）の方々に御協力頂
いてアンケート調査を実施し取りまとめたものである。
多忙な中、関係各位の御理解御協力に深謝致します。
　調査項目は、次に記す 5 項目について、郵送法を用い
て行った。各項目はⅠ地産地消について（イメージ）、
Ⅱ施設と給食の現状、Ⅲ給食における地場農産物利用の
考え方、Ⅲ給食における地場農産物利用の現状、Ⅳ給食
における地場農産物の課題についてである。なお、地場
農産物とは同一市町村産又は県内産の農産物として扱っ
た。
　調査対象施設の内訳は、幼稚園施設数55施設（回答数
30名）、保育園施設数201施設（回答数106名）である。
このうち、公立の幼稚園施設数12施設（回答数 9 名）、
私立の幼稚園施設数４3施設（回答数19名）、公立の保育
所施設数93施設（回答数65名）、私立の保育所施設数108
施設（回答数38名）となっている。その他、いずれの施
設か不明な回答数16名については、以下施設不明として
扱った。
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３ .アンケート調査結果
Ⅰ　地産地消について
Ⅰ─ １ 地産地消のイメージ
　地産地消のイメージについて「地産地消のイメージに
ついて、該当するものを全て選んでください」という質
問に対し、幼稚園および保育所施設（複数回答n=1135）
の回答は、「①農産物」133（11.7%）を選んだ回答が最
も多かった。
Ⅱ　施設と給食の現状
Ⅱ─ １ 献立作成の態様　
Ⅱ─ ２ 食材購入の単位　
Ⅱ─ ３ 調理施設の方式
　施設と給食の現状に関する献立作成や食材購入、調理
施設の単位に関する質問について、幼稚園施設（回答数
n＝30）は、「①委託（受託業者による給食運営の場合
も含む）」の回答が最も多く、次に「②給食センター（共
同調理場方式）」、「①直営」であった。保育所施設（回
答数n＝106）は、給食の現状に関する献立作成の方式は、
「①直営」「②給食センター」「③委託」以外の「その他」
地産地消推進に関するアンケート調査票回収数
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Ⅱ─ ５ 　平均 １ 日当たりの給食提供数
Ⅱ─ 6 　昼食の平均 １ 食当たりの食材費（原価）
　施設での平均 1 日当たりの給食提供数についての質問
では、いずれの施設とも同様の傾向がみられた。次に、
昼食の平均 1 食当たりの食材費は、幼稚園施設（回答数
n=30）は「④200円以上250円未満」 9 （30.0%）、「⑤
250円以上300円未満」6（20.0%）であり、保育所施設（回
答数n=106）は「③150円以上200円未満」４7（４４.3%）、「④
200円以上250円未満」31（29.2%）であった。
66（62.3%）と回答する場合が最も多く、次に「①直営」
39（36.8%）であった。なお、この「その他」の内訳の
ほとんどは、新潟市の栄養士によって献立作成している
と答えている。施設と給食の現状に関する食材購入と調
理施設の単位についての質問では、保育所施設（回答数
n=106）の「①直営」10４（98.1％）回答が最も多かった。
Ⅱ─ ４ 　給食形態
　給食形態についての質問では、幼稚園施設（回答数
n=30）は「②共通献立」16（38.1%）が最も多く、次に
「⑧アレルギー対応」8（19.0%）、「①単一献立」7（16.7%）
であり、保育所施設（回答数n=106）は、「⑧アレルギー
対応」85（38.5%）次に「②共通献立」73（32.6%）、「③
共通献立＋単一献立」28（12.7%）であった。
幼 稚 園
保 育 所
施設不明
調理施設の方式
地産地消のイメージ（複数回答　n=1135）
　（回答数 151名）
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Ⅲ　給食における地場農産物利用の考え方
Ⅲ─ １ 　給食における地場農産物の利用状況
　「給食における地場農産物（同一市町村産または県内
産の農産物）を利用していますか」の質問では、何れの
施設も「①利用している」と答えた回答が多かった。幼
稚園施設18（60.0%）（回答数n=30）保育所施設93（87.7%）
（回答数n=106）、なお、「②利用していない」は幼稚園
施設 1 （3.3%）保育所施設 8 （7.5%）であった。
Ⅲ─ ２ 　給食に地場農産物を利用していない理由
　Ⅲ─ 1 「給食における地場農産物を利用していますか」
の質問で、現在給食において地場農産物を利用していな
いと回答した幼稚園（回答数n= 1 ）および保育所施設
（n= 8 ）へ、利用しない理由を質問すると、「①どのよ
うな地場農産物があるか知らない」「②多品目の品揃え
ができない」「⑤連携できる組織がない」を選択している。
Ⅲ─ ３ 　給食に地場農産物を利用していない施設の今後
の利用意向
　Ⅲ─ 1 「給食における地場農産物を利用していますか」
の質問で、現在給食において地場農産物を利用していな
いと回答した幼稚園（回答数n= 1 ）および保育所施設
（n= 8 ）施設に今後地場農産物の利用意向を質問した。
その結果、「②条件が合えば利用したい」幼稚園施設 1
（100.0%）保育園施設 6 （75.0%）、「①積極的に利用した
い」幼稚園施設 0 （0.0%）保育園施設 2 （25.0%）と答
えており、どちらの施設も「③利用したくない」を選ぶ
回答はなかった。
Ⅲ─ ４ 　給食に地場農産物を利用していない施設の今後
の利用意向─「積極的に利用したい」「条件が合えば利用
したい」を選択した施設
　Ⅲ─ 3 「地場農産物を利用していない施設の今後の利
用意向」の質問で「①積極的に利用したい」または「②
条件が合えば利用したい」と回答した施設へ今後の利用
意向を質問した。その結果、「多品目の食材において、
地場農産物の流通経路が確立されれば、使用したい」「青
果店に、可能な限り地場農産物を納入するように依頼し
て、納入業者にも協力をお願いしたい」「連携できる組
織があればよい」等の回答があげられた。いずれの施設
ともに「③利用したくない」という回答はなかった。
Ⅲ─ ５ 　給食に地場農産物を利用していない施設の今後
の利用意向─「利用したくない」を選択した施設
　Ⅲ─ 3 「地場農産物を利用していない施設の今後の利
用意向」の質問で「③利用したくない」という回答はな
かった。
Ⅳ　給食における地場農産物利用の現状
Ⅳ─ １ 　地場農産物の利用状況・購入頻度・購入先
⑴地場農産物の利用状況
　現在、Ⅲ─ 1 「給食に地場農産物を利用していますか」
の質問に利用していると答えた施設へ給食の地場農産物
の利用状況を質問した。幼稚園施設（回答数n=18）では、
上位は「①米」10（55.6%）と「②野菜」10（55.6%）、「③
果物」 8 （４４.４%）、であった。保育所施設（回答数
n=93）では、上位から「①米」88（9４.6%）、「②野菜」
85（91.４%）、「③果物」83（89.2%）、であった。
⑵地場農産物の利用度
　Ⅲ─ 1 「給食に地場農産物を利用していますか」の質
問で、利用していると回答した施設へ地場農産物の利用
度について質問した結果を図に示す。
Ⅲ 給食における地場農産物利用の�え� 
Ⅲ-1 給食における地場農産物の利用状況 
 「給食における地場農産物（同一市町村産または県内産の農産物）を利用していますか」の質問
では、何れの施設も「①利用している」と答えた回答が多かった。幼稚園施設 18（60.0%）（回答数
n=30）保育所施設 93（87.7%）（回答数 n=106）、なお、「②利用していない」は幼稚園施設 1（3.3%）
保育所施設 8（7.5%）であった（「図２ 給食における地場農産物の利用状況」、ﾃﾞｰﾀ編 p.7 参照）。 
 
Ⅲ-2 給食に地場農産物を利用していない理由 
Ⅲ-1「給食における地場農産物を利用していますか」の質問で、現在給食において地場農産物を
利用していないと回答した幼稚園（回答数 n=1）および保育所施設（n=8）に利用しないその理由を
質問すると、「①どのような地場農産物があるか知らない」「②多品目の品揃えができない」「⑤連携
できる組織がない」を選択している（ﾃﾞｰﾀ編 p.7 参照）。 
 
 
Ⅲ-3 給食に地場農産物を利用していない施設の今後の利用意向 
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6（75.0%）、「①積極的に利用したい」幼稚園施設 0（0.0%）保育園施設 2（25.0%）と答えており、
どちらの施設も「③利用したくない」を選ぶ回答はなかった（「図 3 給食に地場農産物を利用して
いない施設の今後の利用意向」、ﾃﾞｰﾀ編 p.7 参照）。 
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Ⅲ-1 給食における地場農産物の利用状況 
 「給食における地場農産物（同一市町村産または県内産の農産物）を利用していますか」の質問
では、何れの施設も「①利用している」と答えた回答が多かった。幼稚園施設 18（60.0%）（回答数
n=30）保育所施設 93（87.7%）（回答数 n=106）、なお、「②利用していない」は幼稚園施設 1（3.3%）
保育所施設 8（7.5%）であった（「図２ 給食における地場農産物の利用状況」、ﾃﾞｰﾀ編 p.7 参照）。 
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質問すると、「①どのような地場農産物があるか知らない」「②多品目の品揃えができない」「⑤連携
できる組織がない」を選択している（ﾃﾞｰﾀ編 p.7 参照）。 
 
 
Ⅲ-3 給食に地場農産物を利用していない施設の今後の利用意向 
Ⅲ-1「給食における地場農産物を利用していますか」の質問で、現在給食において地場農産物を
利用していないと回答した幼稚園（回答数 n=1）および保育所施設（n=8）施設に今後地場農産物の
利用意向を質問した。その結果、「②条件が合えば利用したい」幼稚園施設 1（100.0%）保育園施設
6（75.0%）、「①積極的に利用したい」幼稚園施設 0（0.0%）保育園施設 2（25.0%）と答えており、
どちらの施設も「③ 用したくない」を選ぶ回答はなかった（「図 3 給食に地場農産物を利用して
いない施設の今後の利用意向」、ﾃﾞｰﾀ編 p.7 参照）。 
 
 
�� ��に��る������利用�� （��� ��1�2）
0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0 
①利用している 
②利用していない
（%） 
幼稚園 
保育所 
施設不明  
�� ��に������利用していない施設����利用��  
（��� ��11）
0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0 
①積極的に利用したい 
②条件が合えば利用したい
③利用したくない
（%）
 幼稚園 保育所 
施設不明  
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施設不明
給食における地場農産物の利用状況　（回答数n=152）
給食に地場農産物を利用していない施設の今後の利用意向　（回答数n=11）
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⑶地場農産物の購入頻度
　Ⅲ─ 1 「給食において地場農産物を利用していますか」
の質問に、利用していると回答した施設へ地場農産物の
購入頻度について質問した。その結果、通年と答えた食
品は幼稚園および保育所の施設ともに「①米」「⑥卵」「⑦
牛乳」「⑧肉」と答える施設が多く、それに比べて「②
野菜」「③果物」「⑨魚」と答える回答は少なかった。
⑷地場農産物の購入先
　Ⅲ─ 1 「給食において地場農産物を利用していますか」
の質問に、利用していると回答した施設へ地場農産物の
購入先について質問した。幼稚園および保育園施設いず
れにおいても「流通業者」と回答する施設が多かった。
Ⅳ─ ２ 　給食に利用している上位 ５ 品目の地場農産物（生
鮮食品）について
⑴地場農産物を利用している─上位 ５ 品目の地場農産物
（生鮮食品）
　Ⅲ─ 1 「給食において地場農産物を利用していますか」
の質問に、利用していると回答した施設へ給食に使用し
ている上位 5 品目の地場農産物（生鮮食品）について質
問した。幼稚園および保育所施設（複数回答n=610）で
回答の多い順にあげると、 1 位「米（コシヒカリ・こし
いぶき）」91（1４.9%）、 2 位「枝豆（黒埼茶豆など）」26
（４.3%）、 3 位「豚肉」22（3.6%）、 ４ 位「梨」19（3.1%）、
5 位「人参」17（2.8%）または「卵」17（2.8%）であっ
た。
⑵地場農産物を利用している─上位 ５ 品目の食材を多く
利用する理由
　Ⅲ─ 1 「給食において地場農産物を利用していますか」
の質問に、利用していると回答した施設へ給食に使用し
ている地場農産物（生鮮食品）上位 5 品目の使用理由に
ついて質問した。「安全安心」「品質」「安価」「おいしさ」
をあげる施設が多かった。
⑶地場農産物を利用している─上位 ５ 品目の食材を利用
したメニュー例
　Ⅲ─ 1 「給食において地場農産物を利用していますか」
の質問に、利用していると回答した施設へ地場農産物（生
鮮食品）上位 5 品目の食材を利用したメニューについて
質問した。 1 位「米（コシヒカリ・こしいぶき）」は「ご
飯・混ぜご飯・ちらし寿司」、2 位「枝豆（黒埼茶豆など）」
は「ゆで枝豆」、 3 位「豚肉」は「カレー・ハンバーグ・
豚汁・豚かつ」、 ４ 位「梨」は「デザート」、 5 位「人参」
は「煮物・カレー」、「卵」は「卵焼き・オムレツ・かき
卵汁・卵とじ」であった。
⑷地場農産物を利用している─上位 ５ 品目の食材利用間
とその利用度
Ⅲ─ 1 「給食において地場農産物を利用していますか」
の質問に、利用していると回答した施設へこれら生鮮食
品上位 5 品目の各平均利用期間について質問した。「米
（コシヒカリ・こしいぶき）」、「人参」、「豚肉」が長く、「枝
豆」「梨」は短期間であった。なお、その利用割合につ
いての質問には「米（コシヒカリ・こしいぶき）」98.0%、
「人参」90.7%、「梨」87.8%、「枝豆（黒埼茶豆など）」
81.5%、「豚肉」76.5%、「卵」73.5%であった）。
⑸地場農産物を利用している─今後の意向
　Ⅲ─ 1 「給食において地場農産物を利用していますか」
の質問に、利用していると回答した施設へ生鮮食品上位
5 品目の今後の意向について質問した。「②現状」とい
う回答が最も多く、次に「①増やす」となっている。な
お、「③減らす」と答える施設はなかった。
Ⅳ 給食に��る地場農産物利用の現状 
Ⅳ-1 地場農産物の利用状況・���度・��� 
（�）地場農産物の利用状況 
 現在、Ⅲ-1「給食に地場農産物を利用していますか」の質問に利用していると答えた施設に対し
て、給食への地場農産物の利用状況を質問した。幼稚園施設（回答数 n=18）では、上位から「①米」
10（55.6%）と「②野菜」10（55.6%）、「③果物」8（44.4%）、「⑥卵」6（33.3%）または「⑦牛乳」
6（33.3%）または「⑧肉」6（33.3%）、「④豆」5（27.8%）、「⑩加工食品・調味料等」4（22.2%）、
「⑤麦類」2（11.1%）、「⑨魚」1（5.6%）であった。保育所施設（回答数 n=93）では、上位から「①
米」88（94.6%）、「②野菜」85（91.4%）、「③果物」83（89.2%）、「⑥卵」72（77.4%）、「⑧肉」70
（75.3%）、「⑦牛乳」61（65.6%）、「⑨魚」55（59.1%）または「加工食品・調味料等」55（59.1%）、
「④豆」52（55.9%）、「⑤麦類」16（17.2%）であった（ﾃﾞｰﾀ編 p. 8～9 参照）。 
 
（�）地場農産物の利用度 
 Ⅲ-1「給食に地場農産物を利用していますか」の質問で利用していると回答した施設に、地場農
産物の利用度について質問した。幼稚園施設では、「①米」95.6%（9 施設）「⑥卵」91.0%（5 施設）、
「⑦牛乳」88.3%（6 施設）、「⑧肉」80.0%（5 施設）、「②野菜」40.4%（8 施設）、「③果物」19.4%
（7 施設）「⑩加工食品調味料等」33.3%（3 施設）。保育所施設では「①米」98.5%（81 施設）、「⑥
卵」94.4%（61 施設）、「⑦牛乳」94.4%（61 施設）、「⑧肉」67.0%（52 施設）、「②野菜」55.4%（73
施設）、「③果物」46.3%（71 施設）「⑩加工食品調味料等」45.6%（36 施設）であった。（「図 4 地
場農産物の利用度」、ﾃﾞｰﾀ編 p.9 参照）。 
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Ⅳ─ ３ 　給食への地場農産物の利用について
⑴地場農産物を利用している─地場農産物の利用開始の
経緯
　Ⅲ─ 1 「給食において地場農産物を利用していますか」
の質問で利用していると回答した施設へ地場農産物の利
用開始の経緯について質問した。幼稚園施設（複数回答
n=21）は「①行政の働きかけ」 6 （28.6%）が最も多く、
次に「②自分の考え」 5 （23.8%）をあげている。保育
所施設（複数回答n=177）では、幼稚園施設と同様に「①
行政の働きかけ」65（53.3%）が最も多く、その次に「⑤
施設長や理事長の意向」33（27.0%）あげている。
⑵地場農産物を利用している─地場農産物利用の理由
　Ⅲ─ 1 「給食において地場農産物を利用していますか」
の質問に、利用していると回答した施設へ地場農産物を
利用する理由について質問した。幼稚園施設（複数回答
n=56）および保育園施設（複数回答n=４88）いずれの
施設とも「②旬の食材を提供できる」が最も多く、次に
「③安全・安心感」「①新鮮」と答えている。
⑶地場農産物を利用している─地場農産物利用と健康の
維持・増進
　Ⅲ─ 1 「給食において地場農産物を利用していますか」
の質問に利用していると回答した施設に、「地場農産物
の利用は健康の維持・増進に役立つと思いますか」と質
問した。その結果、幼稚園施設（回答数n=18）は「①
健康の維持増進に役立つ」 7 （38.9%）、「②健康の維持
に役立たない」 0 （0.0％）、「③わからない」 3 （16.7%）、
「無記入」 8 （４４.４%）と答えている。同様に、保育所施
設（回答数n=93）においても、「①健康の維持増進に役
立つ」66（71.0%）、「②健康の維持に役立たない」 0
（0.0%）、「③わからない」19（20.４%）、「無記入」8（8.6%）
と答えている。
①行政の働きかけ
 
 
（3）地場農産物を利用している-地場農産物利用と健康の維持・増進 
 Ⅲ-1「給食において地場農産物を利用していますか」の質問に利用していると回答した施設に、「地
場農産物の利用は健康の維持・増進に役立つと思いますか」と質問した。その結果、幼稚園施設（回
答数 n=18）は「①健康の維持増進に役立つ」7（38.9%）、「②健康の維持に役立たない」0（0.0％）、
「③わからない」3（16.7%）、「無記入」8（44.4%）と答えている。同様に、保育所施設（回答数
n=93）においても、「①健康の維持増進に役立つ」66（71.0%）、「②健康の維持に役立たない」0（0.0%）、
「③わからない」19（20.4%）、「無記入」8（8.6%）と答えている（「図７ 地場農産物利用と健康
の維持・増進」、ﾃﾞｰﾀ編 p. 17 参照）。 
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⑧食育の理解が深まる 
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⑩流通の教育効果が期待できる
⑪生産者と交流できる
⑫その他
（%）
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（�）地場農産物を利用している-今後の意向 
Ⅲ-1「給食において地場農産物を利用していますか」の質問に、利用していると回答した施設へ、
生鮮食品上位 5 品目の今後の意向について質問した。「②現状」という回答が最も多く、次に「①増
やす」となっている。なお、「③減らす」と答える施設はなかった ﾃﾞｰﾀ編 p. 16 参照）。 
 
Ⅳ-3 給食への地場農産物の利用について 
（1） 地場農産物を利用している-地場農産物の利用開始の経緯 
 Ⅲ-1「給食において地場農産物を利用していますか」の質問で利用していると回答した施設へ、
地場農産物の利用開始の経緯について質問した。幼稚園施設（複数回答 n=21）は「①行政の働きか
け」6（28.6%）が最も多く、次に「②自分の考え」5（23.8%）となっている。保育所施設（複数回
答 n=177）では、幼稚園施設と同様に「①行政の働きかけ」65（53.3%）が最も多く、その次に「⑤
施 長や理事長の意向」33（27.0%）なっている（「図 5 地場農産物の利用開始の経緯」、ﾃﾞｰﾀ編
p. 17 参照）。 
 
 
（2）地場農産物を利用している-地場農産物利用の理由 
Ⅲ-1「給食において地場農産物を利用していますか」の質問に利用していると回答した施設へ、
地場農産物を利用される理由について質問した。幼稚園施設（複数回答 n=56）および保育園施設（複
数回答 n=488）いずれの施設とも「②旬の食材を提供できる」が最も多く、次に「③安全・安心感」
「①新鮮」と答えている（「図 6 地場農産物利用の理由」、ﾃﾞｰﾀ編 p.17 参照）。 
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①行政の働きかけ
　　　　地場農産物の利用開始の理由　（複数回答n=212）
　　　　　　　地場農産物利用と健康の維持・増進　（複数回答n=122）
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Ⅳ─ ４ 　地場農産物を利用している─地場農産物利用につ
いての情報提供
　Ⅲ─ 1 「給食において地場農産物を利用していますか」
の問で利用していると回答した施設へ地場農産物利用の
情報提供について質問した。幼稚園施設（回答数n=18）
および保育所施設（回答数n=93）いずれも、「地場農産
物の産地情報」「地場農産物の食文化情報」「地場農産物
の栄養（機能性）情報」「地場農産物の生産者情報」「地
場農産物の販売者情報」「家族・保護者向けのパンフレッ
トの作成・配布」について、「①積極的にしている」お
よび「②している」と回答した施設数は少なかった。一
方、「③していない」と回答する施設数は多かった。
Ⅳ-4 地場農産物を利用している-地場農産物利用についての情報提供 
Ⅲ-1「給食において地場農産物を利用していますか」の問で利用していると回答した施設へ、地
場農産物 の情報提供について質問した。幼稚園施設（回答数 n=18）および保育所施設（回答数
n=93）いずれも、「産地」「食文化」「栄養（機能性）」「生産者」「販売者」に関する情報を、家族・
保護者向けのパンフレットの作成・配布を「①積極的にしている」および「②している」と回答し
た施設は少なかった。（「図８ 地場農産物利用についての情報提供（①積極的にしている＋②して
いる）」、ﾃﾞｰﾀ編 p.18 参照）、一方、「③していない」と回答した施設は多かっ （「図 9 地場農産物
利用についての情報提供（③していない）」、ﾃﾞｰﾀ編 p.18 参照）。 
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（%）
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Ⅳ-4 地場農産物を利用している-地場農産物利用についての情報提供 
Ⅲ-1「給食において地場農産物を利用していますか」の問で利用していると回答した施設へ、地
場農産物利用の情報提供について質問した。幼稚園施設（回答数 n=18）および保育所施設（回答数
n=93）いずれも、「産地」「食文化」「栄養（機能性）」「生産者」「販売者」に関する情報を、家族・
保護者向けのパンフレットの作成・配布を「①積極的にしている」および「②している」と回答し
た施設は少なかった。（「図８ 地場農産物利用についての情報提供（①積極的にしている＋②して
いる）」、ﾃﾞｰﾀ編 p.18 参照）、一方、「③していない」と回答した施設は多かった（「図 9 地場農産物
利用についての情報提供（③していない）」、ﾃﾞｰﾀ編 p.18  
 
 
 
�� 地場農産物��に�いての情報�� （①積極的にしている＋②している） 
0. 20.0 40. . 80.0 1 0.0 
地場農産物の産地情報
地場農産物の食文化情報
地場農産物の栄養（機能性）情報
地場農産物の生産者情報
地場農産物の販売者情報
家族・保護者向けのパンフレットの作成・配布
その他
（%）
幼稚園 
保育所 
施設不明 
� � 地場農産物��に�いての情報�� （③していない） 
0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0
地場農産物の産地情報
地場農産物の食文化情報
地場農産物の栄養（機能性）情報
地場農産物の生産者情報
地場農産物の販売者情報
家族・保護者向けのパンフレットの作成・配布
その他
（%）
幼稚園 
保育所 
施設不明  
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Ⅳ─ ５ 　地場農産物を利用している─給食への地場農産物利用の体制：積極的な協力
　給食における地場農産物利用体制について質問した。「新潟市・新潟県」「農協」「生産者・生産者フル プー」「食品産
業従事者」「その他」との協力体制について表に記した。
Ⅳ-5 地場農産物�利用してい�-給食への地場農産物利用の体制：積極的な協力 
給食への地場農産物利用の体制について質問した。「新潟市・新潟県」「農協」「生産者・生産者グ
ループ」「食品産業従事者」「その他」との協力体制について表 3 に記した。（「表３ 給食への地場
農産物利用の体制：積極的な協力」、ﾃﾞｰﾀ編 p.19 参照）。 
 
⾲㸱 ⤥㣗࡬ࡢᆅሙ㎰⏘≀฼⏝ࡢయไ㸸✚ᴟⓗ࡞༠ຊ 
   回答施設数 n=122 (%) 
������� ��� ��� 施設�� � 
①非常にある 1 (5.6) 15(16.1) 1 (9.1) 17(13.9) 
②ある 2 (11.1) 4１(41.1) 4(36.4) 46(37.7) 
③ない 4 (22.2) 26(28.0) 2(18.2) 32(26.2) 
無記入 11 (61.1) 11(11.8) 4(36.4) 0 (21.3) 
� 18(100.0) 93(100.0) 11(100.0) 122(100.0) 
�� ��� ��� 施設�� � 
①非常にある 0 (0.0) 0 (0.0) － 0 (0.0) 
②ある 2 (11.1) 9 (9.7) 1 (9.1) 12 (9.8) 
③ない 4(22.2) 72(77.4) 7(63.6) 83(68.0) 
無記入 12(66.7) 12(12.9) 3(27.3) 27(22.1) 
� 18(100.0) 93(100.0) 11(100.0) 122(100.0) 
����������� ��� ��� 施設�� � 
①非常にある 0 (0.0) 1 (1.1) － 1( 0.8) 
②ある 2 (11.1) 19(20.4) 4(36.4) 25(20.5) 
③ない 5(27.8) 61(65.6) 4(36.4) 70(57.4) 
無記入 11(61.1) 12(12.9) 3(27.3) 0(21.3) 
� 18(100.0) 93(100.0) 11(100.0) 122(100.0) 
������� ��� ��� 施設�� � 
①非常にある 0 (0.0) 2 (2.2) － 2 (1.6) 
②ある 4(22.2) 19(20.4) 1 (9.1) 24(19.7) 
③ない 3(16.7) 57(61.3) 6(54.5) 66(54.1) 
無記入 11(61.1) 15(16.1) 4(36.4) 0(24.6) 
� 18(100.0) 93(100.0) 11(100.0) 122(100.0) 
��� ��� ��� 施設�� � 
①非常にある 0 (0.0) 0 (0.0) － 0 (0.0) 
②ある 0 (0.0) 1 (1.1) 2(18.2) 3 (2.5) 
③ない 0 (0.0) 5 (5.4) 1 (9.1) 6 (4.9) 
無記入 18(100.0) 87(93.5) 8(72.7) 0(92.6) 
� 18(100.0) 93(100.0) 11(100.0) 122(100.0) 
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Ⅴ 給食にお�る地場農産物利用の�� 
Ⅴ-1 今後の地場農産物利用についての考え 
 今後の地場農産物利用についての考えを質問した。幼稚園施設（複数回答 n=25）は、「①新潟市
産の農産物を積極的に増やしたい」12（48.0%）「②新潟県産の農産物を積極的に増やしたい」9
（36.0%）、保育所施設（複数回答 n=161）は、「①新潟市産の農産物を積極的に増やしたい」69（42.9%）
「②新潟県産の農産物を積極的に増やしたい」66（41.0%）と同様であった。（「表４ 今後の地場
農産物利用についての考え」、ﾃﾞｰﾀ編 p.20 参照）。 
 
⾲㸲௒ᚋࡢᆅሙ㎰⏘≀฼⏝࡟ࡘ࠸࡚ࡢ⪃࠼
   複数回答数 n=207 (%) 
 ��� ��� 施設�� � 
①��������を��������� 12(48.0) 69(42.9) 8(38.1) 89(43.0) 
②��������を��������� 9(36.0) 66(41.0) 8(38.1) 83(40.1) 
③������を����� 1 (4.0) 4 (2.5) 1 (4.8) 6 (2.9) 
④������������������� 
��� 
1 (4.0) 13 (8.1) 1 (4.8) 15(7.2) 
⑤������ 0 (0.0) 9 (5.6) 2(9.5) 11(5.3) 
⑥��� 2 (8.0) 0 (0.0) 1 (4.8) 3 (1.4) 
� 25(100.0) 161(100.0) 21(100.0) 207(100.0)
無記入施設(18)を除く回答施設数 n=134  
 
Ⅴ-2 給食への地場農産物の利用について-中心的に取り組�組織�現在��今後� 
 現在、給食への地場農産物の利用についてどのような組織が中心的組織として取り組んでいるの
か質問した。幼稚園施設（複数回答 n=34）は「①新潟県・新潟市」9（26.5%）、「④調理従事者（管
理栄養士・調理師など）」9（26.5%）、「②施設長・理事長」5（14.7%）であった。保育所施設（複
数回答 n=201）は、「①新潟県・新潟市」75（37.3%）、「④調理従事者（管理栄養士・調理師など）」
64（31.8%)、「②施設長・理事長」35（17.4％）であった。 
次に、給食への地場農産物の利用について、今後はどのような組織に中心となって取り組んでほ
しいかを質問すると、何れの組織も、引き続き「①新潟県・新潟市」幼稚園施設 11（23.9%）保育
所施設 78（29.8%）「④調理従事者（管理栄養士・調理師など）」幼稚園施設 9（19.6%）保育所施設
61（23.3%)、「②施設長・理事長」幼稚園施設 5（10.9%）保育所施設 35（13.4％）という回答であ
った。（ﾃﾞｰﾀ編 p.20 参照）。 
 
Ⅴ-3 給食への地場農産物の利用について-今後連携を図りたい組織 
給食への地場農産物の利用について今後連携を図りたい組織について質問すると、幼稚園および
保育所施設（複数回答 n=311）の全体の回答結果は、「①新潟県・新潟市」81（26.0%）「②生産者・
生産者グループ」80（25.7%）、「③受託業者」42（13.5%）であった（「表 5 給食への地場農産物
の利用について今後連携を図りたい組織」、ﾃﾞｰﾀ編 p. 21 参照）。 
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   複数回答数 n=311 (%)
 ��� ��� 施設�� � 
①���・��� 12(26.7) 61(25.6) 8(26.7) 81(26.0) 
②�産���産���ー� 8(17.8) 68(28.6) 6(20.0) 80(25.7) 
③���� 9(20.0) 27(11.3) 6(20.0) 42(13.5) 
④��� 2 (4.4) 8 (3.4) 1 (3.3) 11 (3.5) 
⑤農� 6(13.3) 43(18.1) 5(16.7) 54(17.4) 
⑥��産���� 6(13.3) 27(11.3) 2 (6.7) 35(11.3) 
⑦その他＊ 2 (4.4) 4 (1.7) 2 (6.7) 8 (2.6) 
� 45(100.0) 238(100.0) 30(100.0) 311(100.0) 
無記入施設(16)を除く回答施設数 n=136  
その他＊ ：農水産物の販売・配送センター等     
 
Ⅴ-4 給食に利用している上位 5 品目の地場加工食品について 
上位�品目の地場加工食品・多く利用する理由・利用したメニュー�・利用期間とその利用�・今
後の意向 
 給食に利用している地場加工食品（上位 5 品目）について質問すると、幼稚園および保育所施設
（複数回答 n=615）は、「味噌」、「豆腐」、「醤油」、「納豆」、「油揚げ」または「ちくわ」または「こ
んにゃく」をあげる回答であった。これら上位 5 品目の主な利用理由について質問すると、「安全安
心」、「おいしさ」、「品質」をあげる回答が多かった。また上位 5 品目を利用したメニューについて
質問すると、「味噌」：「味噌汁」、「豆腐」：「味噌汁・麻婆豆腐」、「醤油」：「煮物・汁物・おひたし」、
「納豆」：「ほうれん草納豆」、「油揚げ」：「汁物・煮物」、「ちくわ」と「こんにゃく」は「おでん」
という回答であった。上位 5 品目の平均利用期間については、納豆を除く加工食品が 12 ヶ月間でそ
の割合はほぼ 100.0%使用していると回答している。なお、今後地場加工食品の利用についての意向
は、「①増やす」「②現状」という回答で占められており、「③減らす」と回答した施設はなかった（ﾃﾞ
ｰﾀ編 p. 22～23 参照）。 
 
Ⅴ-5 給食での地場農産物の利用を進めるための意見 
 給食での地場農産物の利用を進めるための意見について自由回答にて質問すると、「地場農産物を
多く利用したいが、現状では事務の繁雑さ、価格等の経営面から利用が難しい」「地場農産物の流通
経路の確立を図り、購入しやすい、消費しやすい環境をつくって欲しい」「生産者から、直接地場農
産物を入手できるシステムができると良い」「地場農産物の生産情報など、生産者側からの働きかけ
がほしい」「子どもたちへの食の関心が高まるよう、園児と生産者が交流する機会があればよい」「地
元食材を利用した郷土料理を取り上げてみてはどうか」などがあった（ﾃﾞｰﾀ編 p. 23 参照）。 
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Ⅴ　給食における地場農産物利用の課題
Ⅴ─ １ 　今後の地場 物利用についての考え
　今後の地場農産物利用についての考えを質問した。幼
稚園施設（複数回答n=25）は、「①新潟市産の農産物を
積極的に増やしたい」12（４8.0%）「②新潟県産の農産物
を積極的に増やしたい」 9 （36.0%）、保育所施設（複数
回答n=161）は、「①新潟市産の農産物を積極的に増や
したい」69（４2.9%）「②新潟県産の農産物を積極的に増
やしたい」66（４1.0%）という回答であった。
Ⅴ─ ２ 　給食への地場農産物の利用について─中心的に取
り組む組織【現在】【今後】
　現在、給食への地場農産物の利用についてどのような
組織が中心的組織として取り組んでいるのか質問した。
幼稚園施設（複数回答n=3４）は「①新潟県・新潟市」
9 （26.5%）、「④調理従事者（管理栄養士・調理師など）」
9 （26.5%）、「②施設長・理事長」 5 （1４.7%）であった。
保育所施設（複数回答n=201）は、「①新潟県・新潟市」
75（37.3%）、「④調理従事者（管理栄養士・調理師など）」
6４（31.8%）、「②施設長・理事長」35（17.４％）であった。
　次に、給食への地場農産物の利用について、今後はど
のような組織に中心となって取り組んでほしいかを質問
すると、何れの組織も、引き続き「①新潟県・新潟市」
幼稚園施設11（23.9%）保育所施設78（29.8%）「④調理
従事者（管理栄養士・調理師など）」幼稚園施設 9（19.6%）
保育所施設61（23.3%）、「②施設長・理事長」幼稚園施
設 5（10.9%）保育所施設35（13.４％）という回答であった。
Ⅴ─ ３ 　給食への地場農産物の利用について今後連携を
図り い組織
　給食への地場農産物の利用につい 今後連携を図りた
い組織について質問すると、幼稚園および保育所施設（複
数回答n=311）全体の回答結果は、「①新潟県・新潟市」
81（26.0%）「②生産者・生産者グループ」80（25.7%）、「③
受託業者」４2（13.5%）であった。
今後の地場農産物利用についての考え
給食への地場農産物の利用について今後連携を図りたい組織　　
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Ⅴ─ ４ 　給食に利用している地場加工食品（上位 ５ 品目）
について
　地場加工食品･多く利用している理由･食材を利用し
たメニュー･利用期間と割合・今後の意向
　給食に利用している地場加工食品（上位 5 品目）につ
いて質問すると、幼稚園および保育所施設（複数回答
n=615）は、「味噌」、「豆腐」、「醤油」、「納豆」、「油揚げ」
または「ちくわ」または「こんにゃく」をあげると回答
であった。これら上位 5 品目の主な利用理由について質
問すると、「安全安心」、「おいしさ」、「品質」をあげる
回答が多かった。また、上位 5 品目を使用したメニュー
について質問すると、「味噌」は「味噌汁」、「豆腐」は「味
噌汁・麻婆豆腐」、「醤油」は「煮物・汁物・おひたし」、「納
豆」は「ほうれん草納豆」、「油揚げ」は「汁物・煮物」、「ち
くわ」と「こんにゃく」は「おでん」という回答であっ
た。上位 5 品目の平均使用期間については、納豆を除く
加工食品が12ヶ月間でその割合はほぼ100.0%使用して
いると回答している。
Ⅴ─ ５ 　給食での地場農産物の利用を進めるための意見
　給食での地場農産物の利用を進めるための意見につい
て、自由回答方式にて質問すると、「地場農産物を多く
利用したいが、現状では事務の繁雑さ、価格等の経営面
から利用が難しい」「地場農産物の流通経路の確立を図
り、購入しやすい、消費しやすい環境をつくって欲しい」
「生産者から、直接地場農産物を入手できるシステムが
できると良い」「地場農産物の生産情報など、生産者側
からの働きかけがほしい」「子どもたちへの食の関心が
高まるよう、園児と生産者が交流する機会があればよい」
「地元食材を利用した郷土料理を取り上げてみてはどう
か」などが寄せられた。
